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齋藤拓海　　広島大学文書館ホームページのアクセス解析

論
　
　
文広

島
大
学
文
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
解
析

齋　
　

藤　
　

拓　
　

海

は
じ
め
に

　

広
島
大
学
文
書
館
（
以
下
当
館
）
で
は
広
島
大
学
五
〇
年
史
編
集
室
か
ら
継
続

し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
公
開
し
、
利
用
者
の
便
宜
を
は
か
っ
て
い
る（

１
）。

平
成
二
六

年
度
か
ら
平
成
二
七
年
度
の
二
年
間
の
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
状
況
を
分
析

し
、
今
後
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
運
営
の
指
針
と
し
た
い
。
な
お
本
文
中
で
平
成
二
六

年
度
と
記
す
場
合
、
グ
ー
グ
ル
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
導
入
し
た
平
成
二
六
年
四
月

八
日
か
ら
平
成
二
七
年
三
月
三
一
日
ま
で
を
指
す
。

　

本
論
に
入
る
前
に
ア
ク
セ
ス
解
析
の
前
提
と
し
て
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
沿
革

と
役
割
に
つ
い
て
記
し
て
お
く
。

　

平
成
一
〇
年
五
月
二
九
日
、
広
島
大
学
五
〇
年
史
編
集
室
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が

開
設
し
、
試
験
運
用
が
開
始
さ
れ
た
。
平
成
一
六
年
四
月
六
日
、
当
館
の
発
足
に

と
も
な
っ
て
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
と
し
て
改
編
さ
れ
た
。
平
成
二
四
年
九
月
二
六

日
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
改
装
し
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
の
木
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
緑
色
を

テ
ー
マ
カ
ラ
ー
に
し
た
現
在
の
も
の
と
な
っ
た
。

　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
主
な
役
割
と
し
て
は
、
①
当
館
開
館
日
・
休
館
日
、
交

通
ア
ク
セ
ス
、
関
連
規
則
、
利
用
案
内
な
ど
の
掲
載
、
②
所
蔵
資
料
目
録
、
刊
行

物
情
報
の
掲
載
、
③
提
供
科
目
「
広
島
大
学
の
歴
史
」・「
広
島
大
学
の
ス
ペ
シ
ャ

リ
ス
ト
」（
平
成
二
七
年
で
終
了
）
の
受
講
者
ア
ン
ケ
ー
ト
、
提
供
科
目
「
文
書

企
画
管
理
演
習
」
の
情
報
掲
載
、
④
展
示
、
研
究
会
、
公
開
講
座
、
職
員
研
修
の

図１　広島大学文書館ホームページ
（
二
〇
一
四
）
年

四
月
八
日
、
ア
ク

セ
ス
解
析
ソ
フ
ト

グ
ー
グ
ル
ア
ナ
リ

テ
ィ
ク
ス
を
導
入

し
、
ア
ク
セ
ス
数

や
日
々
の
利
用
状

況
を
記
録
し
て
い

る
。
そ
こ
で
本
稿

で
は
グ
ー
グ
ル
ア

ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
を

用
い
て
平
成
二
六
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情
報
掲
載
、
⑤
当
館
常
勤
ス
タ
ッ
フ
・
ア
ル
バ
イ
ト
の
業
務
報
告
・
連
絡
、
⑥
広

島
大
学
略
年
表
の
掲
載
、⑦
当
館
業
務
日
誌
の
掲
載
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。①
、②
、

④
、
⑥
、
⑦
は
学
生
・
職
員
を
含
む
利
用
者
一
般
を
対
象
と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、

③
は
提
供
科
目
を
受
講
し
て
い
る
広
島
大
学
の
学
生
、
⑤
は
当
館
職
員
を
主
な
対

象
と
し
た
も
の
で
あ
る
。
ア
ク
セ
ス
解
析
を
す
る
際
に
は
、
利
用
者
の
性
格
の
違

い
に
つ
い
て
留
意
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

一
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア
ク
セ
ス
解
析

　

グ
ー
グ
ル
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
各
ペ
ー
ジ
に
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ

コ
ー
ド
と
い
うJavaScript

の
コ
ー
ド
を
埋
め
込
み
、
閲
覧
・
環
境
情
報
を
収

集
す
る（

２
）。

そ
う
し
て
収
集
さ
れ
た
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
へ
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
、

検
索
キ
ー
ワ
ー
ド
、
ユ
ー
ザ
ー
環
境
な
ど
を
分
析
す
る
。

総
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
、
月
別
・
曜
日
別
・
日
別
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数

　

表
一
は
平
成
二
六
年
度
か
ら
平
成
二
七
年
度
ま
で
の
総
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
（
表

で
は
Ｐ
Ｖ
と
表
記
）、
セ
ッ
シ
ョ
ン
数（

３
）、

ユ
ー
ザ
ー
数
、
新
規
セ
ッ
シ
ョ
ン
率
を

ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。

図２　広島大学文書館ホームページの構成

年度 総 PV数 セッション数 ユーザー数 新規セッション率
H26 年度 58758 20830 6354 28.3%
H27 年度 55779 21858 9131 41.17%
計 114537 42688 15352

34.9%
年平均 57269 21344 7676

表１　Ｈ26～Ｈ27の総 PV 数・セッション数・ユーザー数・新規セッション率

　

平
成
二
六
年
度
か
ら
平
成
二
七
年
度
の
当
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
の
総
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
は

一
一
万
四
五
三
七
で
あ
っ
た
。
内
訳
は
平
成
二
六
年

度
が
五
万
八
七
五
八
、
平
成
二
七
年
度
が

五
万
五
七
七
九
で
三
〇
〇
〇
ほ
ど
減
っ
て
い
る
。
年

平
均
は
五
万
七
二
六
九
と
な
る
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
数
は

調
査
期
間
の
総
数
が
四
万
二
六
八
八
で
、
内
訳
は
平

成
二
六
年
度
が
二
万
八
三
〇
、
平
成
二
七
年
度
が

二
万
一
八
五
八
、
年
平
均
は
二
万
一
三
四
四
で
あ
っ

た
。
ユ
ー
ザ
ー
数
は
総
数
が
一
万
五
三
五
二
で
内
訳

は
平
成
二
六
年
度
が
六
三
五
四
、
平
成
二
七
年
度
が

九
一
三
一
、
年
平
均
は
七
六
七
六
、
日
割
り
す
る
と

二
一
で
あ
っ
た
。
新
規
セ
ッ
シ
ョ
ン
率
は
調
査
期
間

全
体
で
三
四
・
九
％
、
平
成
二
六
年
度
が
二
八
・
三
％
、

平
成
二
七
年
度
が
四
一
・
一
七
％
で
あ
っ
た
。
平
成

二
六
年
度
か
ら
平
成
二
七
年
度
に
か
け
て
ペ
ー
ジ

ビ
ュ
ー
数
は
減
少
し
て
い
る
も
の
の
、
セ
ッ
シ
ョ
ン



― 18―

齋藤拓海　　広島大学文書館ホームページのアクセス解析

数
の
増
加
、
ユ
ー
ザ
ー
数
の
増
加
、
新
規
セ
ッ
シ
ョ
ン
率
の
上
昇
が
見
ら
れ
る
こ

と
か
ら
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
者
数
、
そ
し
て
そ
の
中
で
の
新
規
の
閲
覧
者
は
増

え
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
を
月
別
・
月
別
平
均
で
見
た
も
の
が
表
二
・
三
で
あ
り
、
そ

れ
を
グ
ラ
フ
化
し
た
の
が
図
三
・
四
で
あ
る
。
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
の
月
別
平
均
は

四
七
七
二
で
、
平
成
二
六
年
度
の
月
別
平
均
は
四
八
九
六
、
平
成
二
七
年
度
は

四
六
四
八
で
あ
っ
た
。
全
体
の
傾
向
と
し
て
は
、
二
月
か
ら
三
月
、
八
月
か
ら
九

月
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
が
少
な
く
、
四
月
か
ら
七
月
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
が
多

い
。
こ
の
傾
向
は
平
成
二
六
年
度
、
平
成
二
七
年
度
に
分
け
て
も
変
わ
ら
な
い
。

二
月
か
ら
三
月
、
八
月
か
ら
九
月
は
広
島
大
学
の
休
業
期
に
あ
た
り
、
提
供
科
目

「
広
島
大
学
の
歴
史
」・「
広
島
大
学
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」の
受
講
生
が
当
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し
な
い
時
期
で
あ
る
。ま
た
、四
月
か
ら
七
月
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー

数
が
一
〇
月
か
ら
一
月
の
そ
れ
よ
り
多
い
の
は
、
前
期
の
「
広
島
大
学
の
歴
史
」

の
受
講
者
数
が
後
期
の
「
広
島
大
学
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
よ
り
多
い
た
め
で
あ

ろ
う
。

　

ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
を
曜
日
別
・
曜
日
別
平
均
に
見
た
も
の
が
表
四
で
あ
り
、
そ

年月 月別 PV 数
H26 年 4 月 4796
H26 年 5 月 7577
H26 年 6 月 7713
H26 年 7 月 6603
H26 年 8 月 3726
H26 年 9 月 3898
H26 年 10 月 5088
H26 年 11 月 4096
H26 年 12 月 3744
H27 年 1 月 4224
H27 年 2 月 3694
H27 年 3 月 3599
H27 年 4 月 5498
H27 年 5 月 5377
H27 年 6 月 6389
H27 年 7 月 5973
H27 年 8 月 3480
H27 年 9 月 3266
H27 年 10 月 4456
H27 年 11 月 4925
H27 年 12 月 5282
H28 年 1 月 4923
H28 年 2 月 3197
H28 年 3 月 3013
月平均 4772
H26 年度月平均 4896
H27 年度月平均 4648

表２　月別 PV 数

表３　月平均 PV 数

月 月平均 PV 数
1 月 4574 
2 月 3446 
3 月 3306 
4 月 5147 
5 月 6477 
6 月 7051 
7 月 6288 
8 月 3603 
9 月 3582 

10 月 4772 
11 月 4511 
12 月 4513 

表2　月別PV数 表3　月平均PV数
年月 月別PV数 月 月平均PV数
H26年4月 4796 1月 4574
H26年5月 7577 2月 3446
H26年6月 7713 3月 3306
H26年7月 6603 4月 5147
H26年8月 3726 5月 6477
H26年9月 3898 6月 7051
H26年10月 5088 7月 6288
H26年11月 4096 8月 3603
H26年12月 3744 9月 3582
H27年1月 4224 10月 4772
H27年2月 3694 11月 4511
H27年3月 3599 12月 4513
H27年4月 5498
H27年5月 5377
H27年6月 6389
H27年7月 5973
H27年8月 3480
H27年9月 3266
H27年10月 4456
H27年11月 4925
H27年12月 5282
H28年1月 4923
H28年2月 3197
H28年3月 3013
月平均 4772
H26年度月平均 4896
H27年度月平均 4648
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H26年7月 6603 4月 5147
H26年8月 3726 5月 6477
H26年9月 3898 6月 7051
H26年10月 5088 7月 6288
H26年11月 4096 8月 3603
H26年12月 3744 9月 3582
H27年1月 4224 10月 4772
H27年2月 3694 11月 4511
H27年3月 3599 12月 4513
H27年4月 5498
H27年5月 5377
H27年6月 6389
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図３  月別 PV 数

図４　月平均 PV 数

れ
を
グ
ラ
フ
化
し
た
の

が
図
五
・
六
で
あ
る
。

曜
日
別
の
実
数
を
見
て

も
平
均
を
見
て
も
、
月

曜
か
ら
木
曜
に
比
べ
て

金
曜
か
ら
日
曜
に
ペ
ー

ジ
ビ
ュ
ー
数
が
少
な
い
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る
。
地
域
別
に
見
る
と
こ
の
日
は
広
島
市
、
名
古
屋
市
、
東
広
島
市
か
ら
の
ア
ク

セ
ス
が
多
く
、
時
間
帯
で
見
る
と
一
一
時
ご
ろ
に
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
が
六
二
九
と

な
り
、ピ
ー
ク
を
迎
え
て
い
る
。ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
の
内
訳
を
見
る
と
ト
ッ
プ
ペ
ー

ジ
、
所
蔵
資
料
ペ
ー
ジ
へ
の
閲
覧
が
全
体
の
五
六
％
を
占
め
、
そ
の
う
ち
所
蔵
資

料
ペ
ー
ジ
へ
の
閲
覧
は
二
六
％
と
な
っ
て
い
る
。
ユ
ー
ザ
ー
数
は
一
〇
八
人
で
前

述
し
た
日
別
平
均
ユ
ー
ザ
ー
数
二
一
人
よ
り
も
か
な
り
多
く
な
っ
て
い
る
。
新
規

セ
ッ
シ
ョ
ン
率
も
五
五
・
七
一
％
で
平
均
の
三
四
・
九
％
よ
り
も
多
い
。
後
述
す
る

ペ
ー
ジ
別
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
や
地
域
別
ア
ク
セ
ス
数
と
見
比
べ
て
も
こ
の
日
は

平
均
的
な
ア
ク
セ
ス
傾
向
と
は
異
な
る
様
相
が
見
ら
れ
る
。
普
段
と
は
異
な
る
何

ら
か
の
外
的
要
因
に
よ
り
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
等
が
増
加
し
た
と
思
わ
れ
る
が
、
詳

曜日 曜日別 PV 数 曜日別平均 PV 数
月曜 21521 209 
火曜 20052 193 
水曜 22195 213 
木曜 22369 215 
金曜 14236 138 
土曜 6598 64 
日曜 7566 73 

表4　曜日別PV数・平均PV数
曜日 曜日別PV数 曜日別平均PV数
月曜 21521 209
火曜 20052 193
水曜 22195 213
木曜 22369 215
金曜 14236 138
土曜 6598 64
日曜 7566 73
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表4　曜日別PV数・平均PV数
曜日 曜日別PV数 曜日別平均PV数
月曜 21521 209
火曜 20052 193
水曜 22195 213
木曜 22369 215
金曜 14236 138
土曜 6598 64
日曜 7566 73
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表４　曜日別 PV 数・平均 PV 数

図５　曜日別 PV 数

図６　曜日別平均 PV 数

こ
と
が
見
て
取
れ
る
。
特
に
土
曜
・
日
曜
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
は

月
曜
か
ら
木
曜
の
約
三
分
の
一
、
金
曜
と
比
べ
て
も
約
二
分
の
一

と
な
る
。
多
く
の
閲
覧
者
が
平
日
に
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧

し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
の
多
く
を
占
め
る

で
あ
ろ
う
広
島
大
学
の
教
職
員
・
学
生
の
閲
覧
が
休
日
に
は
大
き

く
減
少
す
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

　

ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
を
日
別
で
見
た
場
合
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
上

位
二
〇
を
示
し
た
の
が
表
五
で
あ
る
。
な
お
日
別
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー

数
の
平
均
は
一
五
八
で
あ
っ
た
。
二
年
間
で
最
も
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー

数
が
多
か
っ
た
の
は
平
成
二
六
年
一
〇
月
二
二
日
で
ペ
ー
ジ

ビ
ュ
ー
数
は
八
八
五
で
あ
っ
た
。
こ
の
日
に
こ
れ
と
い
っ
た
当
館

の
情
報
公
開
や
特
別
な
催
し
な
ど
が
あ
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
な

ぜ
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
が
こ
れ
ほ
ど
多
い
理
由
は
全
く
不
明
で
あ

表５　日別 PV 数上位20
年月日 PV 数 曜日 備考

H26.10.22 885 水曜
H27. 5.13 603 水曜
H26. 6.19 536 木曜
H27.12.24 531 木曜
H27. 6. 4 504 木曜

H26. 5.20 464 火曜 10 周年記念行事
告知日の翌日

H26. 5. 1 458 木曜
H26. 6.12 458 木曜
H26. 4.21 456 月曜
H26. 5.26 456 月曜
H26. 6.18 453 水曜
H28. 1.25 448 月曜
H26. 6. 5 439 木曜
H26. 6.23 424 月曜
H26. 5.19 422 月曜

H26. 7. 8 421 火曜 10 周年記念公開
行事当日

H27.11.19 406 木曜
H27. 7. 2 401 木曜
H26. 4.22 396 火曜
H26. 4.30 396 水曜
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細
は
不
明
で
あ
る
。

　

ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
上
位
六
位
に
入
っ
た
平
成
二
六
年
五
月
二
〇
日
は
、
当
館
の

一
〇
周
年
記
念
行
事
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
の
告
知
日
で
あ
り
、
実
際
に
そ
の
告
知

ペ
ー
ジ
が
二
〇
日
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
の
九
％
を
占
め
て
い
る
。
一
方
で
、
提
供

科
目
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
も
一
九
％
あ
る
が
、
こ
れ
は
二
〇
日
が
火
曜
日
で
「
広

島
大
学
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
の
授
業
が
お
こ
な
わ
れ
た
月
曜
日
の
翌
日
に
あ
た

る
た
め
と
思
わ
れ
る
。
行
事
告
知
と
受
講
生
の
ア
ン
ケ
ー
ト
記
入
が
多
い
で
あ
ろ

ペ
ー
ジ
別
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数

　

ペ
ー
ジ
別
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
の
上
位
二
〇
を
ま
と
め
た
の
が
表
六
で
あ
る
。

そ
れ
ぞ
れ
の
ペ
ー
ジ
別
訪
問
数（

４
）と

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
の
う
ち
で

ど
れ
に
属
す
か
も
記
し
た
。
一
位
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
提
供
科
目
、
所
蔵
公
開

資
料
、
ス
タ
ッ
フ
ポ
ー
タ
ル
、
文
書
館
と
は
、
開
館
利
用
時
間
、
展
示
、
文
書
目

録
と
続
く
。
二
位
の
提
供
科
目
か
ら
八
位
の
文
書
目
録
ま
で
は
そ
れ
ぞ
れ
メ
イ
ン

メ
ニ
ュ
ー
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
そ
れ
を
兼
ね
た
ペ
ー
ジ
で
あ
る
。

ページ PV 数 ページ別
訪問数 分類

トップページ 46,894 28,887 トップページ
提供科目（教育・研修トップ） 16,651 14,708 教育・研修
所蔵公開資料（所蔵資料トップ） 8,635 2,362 所蔵資料
スタッフポータル 5,085 4,500 スタッフポータル
文書館とは（文書館紹介トップ） 4,228 2,867 文書館紹介
開館利用時間（ご利用案内トップ） 2,964 1,983 ご利用案内
展示（催し物トップ） 2,325 828 催し物
文書目録（刊行物 ･ 紀要トップ） 1,725 1,255 刊行物・紀要
スタッフ紹介 1,657 1,424 文書館紹介
交通・アクセス 1,211 866 ご利用案内
館長メッセージ 1,169 963 文書館紹介
広島大学文書館設立 10 周年記念
行事　これからの大学文書館 1,154 490 催し物

森戸辰男関係文書 950 389 所蔵資料
紀要 939 787 刊行物・紀要
昭和の造船教育者・濱本博登 823 338 催し物
関連規則 768 646 ご利用案内
広島大学略年表 1997-1999（広島
大学略年表トップ） 725 557 広島大学略年表

文書館設置以前移管文書 711 295 所蔵資料
文書館設置以後移管文書 672 275 所蔵資料
研究叢書・報告書 620 461 刊行物・紀要
企画展　原爆白書運動と広島大学 598 257 催し物
第１回広島大学文書館研究集会

「個人文書の収集・整理・公開に
関する諸課題」

586 256 催し物

お問い合せ 500 364 お問い合せ
平和学術文庫 436 132 所蔵資料
広島大学 25 年史編集室旧蔵資料 430 191 所蔵資料
単行本 402 340 刊行物・紀要
講演会・シンポジウム 396 136 催し物
大牟田稔関係文書 394 166 所蔵資料
大学史関連刊行物 363 297 刊行物・紀要
金井学校の二人展 355 162 催し物
旧制諸学校資料群 340 124 所蔵資料

表６　ページ別 PV 数上位20

う
火
曜
日
が
重
な
っ
た
こ
と
で

六
位
に
入
っ
た
可
能
性
が
あ

る
。
ま
た
、
一
六
位
に
入
っ
た

同
年
の
七
月
八
日
は
一
〇
周
年

記
念
行
事
の
当
日
で
あ
り
、
参

加
者
が
確
認
し
た
の
か
当
日
の

ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
の
う
ち

一
九
％
が
行
事
告
知
ペ
ー
ジ
の

閲
覧
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
の
よ

う
に
何
か
し
ら
の
理
由
が
考
え

ら
れ
る
事
例
は
少
な
く
、
上
位

二
〇
に
入
っ
た
他
の
日
の
多
く

は
な
ぜ
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
が
多

い
の
か
不
明
で
あ
る
。
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よ
っ
て
上
位
八
位
ま
で
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
全
体
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
と
そ
の
下

の
各
メ
ニ
ュ
ー
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
が
入
っ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
ら
の
ペ
ー

ジ
は
ペ
ー
ジ
そ
の
も
の
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
と
他
の
ペ
ー
ジ
へ
の
経
由
地
と
し
て

閲
覧
し
た
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
が
合
算
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
が
必
要
で
あ
る
。

　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
に
次
ぐ
の
は
提
供
科
目
で
あ
り
、
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
に
占
め
る

提
供
科
目
受
講
生
の
割
合
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
に
次
ぐ
所
蔵
公
開
資
料

は
、
当
館
所
蔵
資
料
を
職
務
で
用
い
る
大
学
教
職
員
や
興
味
関
心
の
あ
る
学
生
・

外
部
の
研
究
者
な
ど
が
閲
覧
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

文
書
館
と
は
、
開
館
利
用
時
間
、
ス
タ
ッ
フ
紹
介
、
交
通
ア
ク
セ
ス
、
館
長
メ
ッ

セ
ー
ジ
な
ど
は
当
館
そ
の
も
の
の
情
報
を
知
り
た
い
人
や
当
館
の
利
用
を
予
定
し

て
い
る
人
な
ど
が
閲
覧
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

　

ス
タ
ッ
フ
ポ
ー
タ
ル
は
、
当
館
職
員
が
出
勤
予
定
や
業
務
報
告
に
使
用
す
る

ペ
ー
ジ
で
あ
る
。
全
体
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
の
う
ち
当
館
職
員
の
割
合
が
高
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
。

　

催
し
物
の
中
で
は
、
一
〇
周
年
記
念
行
事
、
昭
和
の
造
船
教
育
者
濱
本
博
登
、

原
爆
白
書
運
動
と
広
島
大
学
、
第
一
回
文
書
館
研
究
集
会
が
入
っ
て
い
る
。
濱
本

博
登
展
以
外
は
平
成
二
六
年
度
か
ら
平
成
二
七
年
度
に
お
こ
な
わ
れ
た
催
し
で
あ

る
。
濱
本
展
が
開
催
さ
れ
た
の
は
平
成
二
四
年
の
一
〇
月
末
か
ら
一
一
月
初
頭
に

か
け
て
で
あ
り
、
な
ぜ
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
が
多
い
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
近
年
、

戦
艦
大
和
に
つ
い
て
話
題
に
な
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、
大
和
に
関
連
し
て
濱
本
展

の
ペ
ー
ジ
に
た
ど
り
着
い
た
閲
覧
者
が
少
な
か
ら
ず
い
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

所
蔵
資
料
の
中
で
は
、
森
戸
辰
男
関
係
文
書
、
文
書
館
設
置
以
前
移
管
文
書
、

文
書
館
設
置
以
後
移
管
文
書
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
が
多
く
、
平
和
学
術
文
庫
、
広

島
大
学
二
五
年
史
編
集
室
旧
蔵
資
料
、
大
牟
田
稔
関
係
文
書
な
ど
が
そ
れ
に
続
い

て
い
る
。
森
戸
文
書
と
広
島
大
学
の
法
人
文
書
に
対
す
る
利
用
者
の
関
心
が
高
い

こ
と
が
わ
か
る
。
特
に
法
人
文
書
は
広
島
大
学
教
職
員
が
大
学
の
業
務
に
使
用
す

る
場
合
が
想
定
さ
れ
、
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
に
広
島
大
学
教
職
員
が
一
定
の
割
合
を

占
め
る
と
思
わ
れ
る
。

　

上
位
に
あ
る
も
の
の
う
ち
、
所
蔵
公
開
資
料
と
催
し
物
は
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
と

ペ
ー
ジ
別
訪
問
数
に
大
き
な
差
が
あ
る
。
こ
れ
は
一
度
の
訪
問
で
所
蔵
資
料
や
催

し
物
の
複
数
の
ペ
ー
ジ
を
見
る
間
に
何
度
も
往
復
し
た
た
め
に
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数

が
加
算
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　

表
七
で
は
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
メ
ニ
ュ
ー
別
に
各
ペ
ー
ジ
を
分
類
し
、
そ
の
分
類

ご
と
に
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
と
ペ
ー
ジ
別
訪
問
数
と
そ
の
全
体
に
占
め
る
割
合
を
記

し
た
。
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
が
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
、
ペ
ー
ジ
別
訪
問
数
と
も
に
約

四
一
％
を
占
め
て
最
も
多
く
、
提
供
科
目
を
含
む
教
育
・
研
修
が
一
五
％
、
所
蔵

資
料
が
一
二
・
五
％
、そ
の
後
は
催
し
物
、文
書
館
紹
介
、ご
利
用
案
内
、刊
行
物
・

紀
要
な
ど
に
続
く
。
教
育
・
研
修
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
一
万
七
二
三
〇
の
う
ち
、

提
供
科
目
の
個
別
ペ
ー
ジ
が
一
万
六
六
五
一
で
約
九
六
％
を
占
め
て
お
り
、
提
供

科
目
受
講
生
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
の
多
さ
が
わ
か
る
。
所
蔵
資
料
の
方
は
所
蔵
公
開

資
料
の
個
別
ペ
ー
ジ
が
占
め
る
割
合
は
約
六
〇
％
で
教
育
・
研
修
ほ
ど
偏
っ
て
は

い
な
い
。
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
教
育
・
研
修（
た
だ
し
九
五
％
が
提
供
科
目
）

と
所
蔵
資
料
が
よ
く
見
ら
れ
て
い
る
傾
向
が
あ
る
。
所
蔵
資
料
と
催
し
物
に
は
、

ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
と
ペ
ー
ジ
別
訪
問
数
に
大
き
な
差
が
あ
る
が
、
こ
れ
は
前
述
の

個
別
ペ
ー
ジ
と
同
じ
く
、
一
度
の
訪
問
で
複
数
の
所
蔵
資
料
や
催
し
物
の
ペ
ー
ジ

が
見
ら
れ
て
い
る
た
め
で
あ
ろ
う
。
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ページ名 分類別
PV 数 割合 ページ別

訪問数 割合

トップ 46907 41.0% 32241 41.6%
文書館紹介 7062 6.2% 5262 6.8%
ご利用案内 5709 5.0% 3985 5.1%
所蔵資料 14295 12.5% 4901 6.3%
教育・研修 17230 15.0% 15172 19.6%
催し物 7758 6.8% 3140 4.0%
刊行物・紀要 4478 3.9% 3441 4.4%
広島大学略年表 2046 1.8% 1605 2.1%
スタッフポータル 5085 4.4% 4500 5.8%
業務日誌 463 0.4% 424 0.5%
お知らせ 1889 1.6% 1547 2.0%
リンク集 287 0.3% 247 0.3%
サイトマップ 234 0.2% 178 0.2%
お問い合わせ 500 0.4% 364 0.5%
その他 594 0.5% 572 0.7%

表７　分類別 PV 数とその割合表８　端末別セッション数とその割合

端末 セッション
数

新規セッ
ション率 割合

desktop 32,979 36.29% 77%
mobile 9,284 30.61% 22%
tablet 425 62.82% 1%

42,688 35.32%

図７　端末別セッション数の割合

表8　端末別セッション数とその割合
端末 セッション数新規セッション率 割合

desktop 32,979 36.29% 77%
mobile 9,284 30.61% 22%
tablet 425 62.82% 1%

42,688 35.32%

desktop
77%

mobile
22%

tablet
1%

図7 端末別セッション数の割合

端
末
別
・
地
域
別
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
数

　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
に
使
用
す
る
端
末
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
数
を
表
に
し
た

も
の
が
、
表
八
で
あ
り
、
そ
れ
を
グ
ラ
フ
化
し
た
も
の
が
図
七
で
あ
る
。

D
esktop

（
以
下
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
端
末
。
据
置
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
な
ど
）
が

七
七
％
、m

obile

（
以
下
モ
バ
イ
ル
端
末
。
携
帯
電
話
な
ど
）
が
二
二
％
、

tablet

（
以
下
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
）
が
一
％
で
あ
る
。
各
年
で
見
る
と
平
成
二
六

年
度
か
ら
平
成
二
七
年
度
に
か
け
て
モ
バ
イ
ル
端
末
の
占
め
る
割
合
は
二
一
％
か

ら
二
二
％
に
上
昇
し
て
い
る
が
、
微
増
と
い
え
る
程
度
で
あ
る
。
近
年
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
な
ど
の
普
及
が
盛
ん
に
言
わ
れ
る
が
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
閲
覧
は

ほ
と
ん
ど
が
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
端
末
で
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

　

表
九
は
地
域
別
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
数
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
。
図
八
は
そ
れ
を
グ

ラ
フ
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
東
広
島
市
か
ら
が
二
三
・
六
％
、
広
島
市
か
ら
が

二
三
・
四
％
、
大
阪
市
か
ら
が
一
八
・
三
％
、
そ
の
他
の
市
町
村
が
三
三
・
七
％
で

市区町村 セッション
数 割合

東広島市 10,058 23.6%
広島市 9,990 23.4%
大阪市 7,821 18.3%
その他の市区町村 14,407 33.7%

表９　地域別セッション数
表9　地域別セッション数

市区町村 セッション数 割合
東広島市 10,058 23.6%
広島市 9,990 23.4%
大阪市 7,821 18.3%
その他の市区町村 14,407 33.7%

東広島

市
23.6%

広島市
23.4%大阪市

18.3%

その他

の市区

町村
33.7%

図8 地域別アクセス数図８　地域別アクセス数

あ
っ
た
。
そ
の
他
の
市
町
村
は
一
〇
％

に
満
た
な
か
っ
た
も
の
を
ま
と
め
て

い
る
。
広
島
大
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
所
在

地
、
多
く
の
教
職
員
・
学
生
の
住
所
で

あ
る
東
広
島
市
と
広
島
市
か
ら
の

セ
ッ
シ
ョ
ン
数
が
多
い
の
は
当
然
と

い
え
る
。
大
阪
市
か
ら
の
セ
ッ
シ
ョ
ン

数
七
八
二
一
の
う
ち
、
八
二
％
に
あ
た

る
六
四
五
〇
が
平
成
二
七
年
度
の
も

の
で
あ
り
、
そ
の
年
の
二
九
・
五
％
の
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割
合
を
占
め
て
い
る
。
平
成
二
六
年
度
の
大
阪
市
か
ら
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
数
は

一
三
七
一
で
全
体
の
六
・
五
％
に
過
ぎ
な
い
。
平
成
二
七
年
度
に
は
何
ら
か
の
理

由
で
大
阪
市
か
ら
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
閲
覧
し
た
人
が
多
く
、
恒
常
的
に
は
平

成
二
六
年
度
程
度
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
数
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

新
規
と
リ
ピ
ー
タ
ー
・
参
照
元
・
検
索
エ
ン
ジ
ン

　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
セ
ッ
シ
ョ
ン
数
の
新
規
と
リ
ピ
ー
タ
ー
の
割
合
を
記
し
た

の
が
表
一
〇
で
あ
り
、
グ
ラ
フ
化
し
た
の
が
図
九
・
一
〇
で
あ
る
。
平
成
二
六
年

度
か
ら
平
成
二
七
年
度
に
か
け
て
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
数
の
う
ち
、
新
規
が
三
五
％
、

リ
ピ
ー
タ
ー
が
六
五
％
で
あ
っ
た
。
内
訳
を
見
る
と
平
成
二
六
年
度
は
、
新
規
は

二
八
％
、
リ
ピ
ー
タ
ー
は
七
二
％
、
平
成
二
七
年
度
は
、
新
規
は
四
二
％
、
リ
ピ
ー

タ
ー
は
五
八
％
で
あ
っ
た
。
平
成
二
六
年
度
か
ら
平
成
二
七
年
度
に
か
け
て
全
体

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
数
は
微
増
し
、
新
規
の
割
合
は
上
昇
し
て
い
る
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
数

の
大
き
な
割
合
を
占
め
る
提
供
科
目
の
受
講
生
は
一
年
毎
に
入
れ
替
わ
る
た
め
、

新
規
に
お
け
る
学
生
の
比
率
は
高
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
年
度
毎
の
受
講
者
数

に
も
左
右
さ
れ
る
と
思
わ
れ
る
。

　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
の
契
機
と
な
る
参
照
元
に
つ
い
て
記
し
た
の
が
表

一
一
、
グ
ラ
フ
化
し
た
の
が
図
一
一
で
あ
る
。
セ
ッ
シ
ョ
ン
数
の
う
ち
、
検
索
や

他
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
を
経
由
す
る
こ
と
な
く
、
直
接
Ｕ
Ｒ
Ｌ
入
力
や
ブ
ッ
ク
マ
ー

ク
で
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
訪
問
し
たD

irect

の
割
合
が
四
六
・
一
％
、
検
索
シ

表10　新規とリピーター

H26 年度 H27 年度 H26 ～ H27 年度
リピーター 14924 12686 27610

割合 72% 58% 65%
新規 5906 9172 15078
割合 28% 42% 35%

年度合計 20830 21858 42688
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H26年度 H27年度 H26～H27年度
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リピー
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ス
テ
ム
か
ら
訪
問
し
たO

rganic Search

が
四
三
・
七
％
。

他
の
サ
イ
ト
を
経
由
し
たReferral

が
九
・
九
％
で
あ
る
。

D
irect

とO
rganic Search

が
全
体
九
割
弱
を
占
め
、
当
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
閲
覧
者
の
大
多
数
が
こ
れ
に
よ
っ
て
閲
覧
し

て
い
る
。
新
規
の
割
合
は
約
三
割
で
あ
る
。Referral

は
、
全

体
の
一
割
に
過
ぎ
な
い
が
、
そ
の
う
ち
の
七
割
が
新
規
で
あ
っ

た
。
経
由
地
と
な
っ
た
の
は
、
関
係
機
関
の
リ
ン
ク
や
ニ
ュ
ー

ス
サ
イ
ト
な
ど
の
紹
介
記
事
で
国
立
公
文
書
館
、
内
閣
府
、

各
地
の
大
学
・
大
学
図
書
館
・
文
書
館
、
大
学
史
研
究
会
な

ど
で
あ
っ
た
。

　

検
索
に
使
わ
れ
た
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
割
合
を
示
し
た
の
が

表
一
二
、
図
一
二
で
あ
る
。google

が
六
〇
％
で
。
次
い
で

yahoo

の
二
九
％
、bing

の
七
％
。
そ
の
他
は
合
わ
せ
て
も
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四
％
で
あ
っ
た
。
検
索
で
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
訪
問
す
る
大
多
数
がgoogle

を
使
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
お
そ
ら
く
一
般
的
な
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
使
用
傾

向
と
変
わ
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
。

検
索
ワ
ー
ド

　

表
一
三
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
到
達
し
た
検
索
ワ
ー
ド
事
例
を
分
類
し
た
も

の
で
あ
る
。
表
中
の
ふ
た
つ
の
単
語
を
組
み
合
わ
せ
た
検
索
ワ
ー
ド
は
、「
□
」

で
つ
な
い
で
表
記
し
た
。
検
索
ワ
ー
ド
の
う
ち
、
グ
ー
グ
ル
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
が

情
報
を
取
得
で
き
な
か
っ
た
（not set

）
が
五
六
％
、
暗
号
化
通
信
に
よ
っ
て

検
索
ワ
ー
ド
が
表
示
さ
れ
な
い
（not provided

）
が
二
五
％
で
合
わ
せ
て

八
一
％
に
の
ぼ
り
、
量
的
に
正
確
な
分
析
は
不
可
能
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
デ
ー
タ

と
し
て
不
完
全
で
は
あ
る
が
、
参
考
資
料
と
し
て
残
り
一
九
％
の
う
ち
か
ら
検
索

ワ
ー
ド
を
抽
出
し
、
そ
れ
ら
を
文
書
館
そ
の
も
の
に
関
す
る
語
、
所
蔵
資
料
、
広

島
大
学
と
そ
の
関
連
施
設
、
授
業
関
係
、
人
物
名
、
出
版
物
、
催
し
物
な
ど
に
分

類
し
た
。
表
中
の
「
そ
の
他
」
項
目
は
、
漠
然
と
し
た
目
的
で
検
索
し
た
と
思
わ

れ
る
ワ
ー
ド
を
集
め
た
。

　
「
広
島
大
学
文
書
館
」「
広
島
大
学
□
文
書
館
」
な
ど
広
島
大
学
文
書
館
と
そ
れ

に
類
す
る
検
索
ワ
ー
ド
が
見
ら
れ
た
が
、
こ
れ
ら
は
当
館
の
存
在
を
明
確
に
認
識

し
た
上
で
の
検
索
ワ
ー
ド
と
捉
え
ら
れ
る
。
所
蔵
資
料
関
係
に
あ
る
「
平
和
学
術

文
庫
」、「
梶
山
季
之
文
庫
」
な
ど
当
館
独
自
の
資
料
群
、
催
し
物
に
あ
る
「
原
爆

白
書
運
動
と
広
島
大
学
」
な
ど
当
館
の
催
し
物
、
出
版
物
に
あ
る
「
広
島
大
学
文

書
館
紀
要
」
な
ど
も
同
様
の
性
格
を
持
つ
検
索
ワ
ー
ド
で
あ
ろ
う（

５
）。

授
業
関
係
に

は
「
広
島
大
学
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」、「
広
島
大
学
の
歴
史
□
感
想
」、「
広
大
の

参照元 セッション 新規セッ
ション率

新規ユー
ザー 割合

Direct（直接） 19,664 30.01% 5,901 46.1%
Organic Search（検索） 18,657 32.29% 6,024 43.7%
Referral（他サイト） 4,245 72.11% 3,061 9.9%
Social（ソーシャル） 111 75.68% 84 0.3%
その他 11 72.73% 8 0.03%

表11　参照元のセッション数と割合
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表12　検索エンジンの割合

検索エンジン セッション数 割合
google 11,154 60%
yahoo 5,475 29%
bing 1,311 7%
その他 717 4%
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google
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歴
史
□
感
想
」
な
ど
受
講
生
が
検
索
し
た
と
思
わ
れ
る
ワ
ー
ド
が
見
ら
れ
る
。
こ

れ
も
明
確
に
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
的
と
し
て
検
索
さ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

一
方
で
必
ず
し
も
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
的
と
し
て
い
な
い
検
索
ワ
ー
ド
も

見
ら
れ
る
。
広
島
大
学
と
関
連
施
設
に
分
類
し
た
広
島
大
学
の
分
校
や
前
身
校
な

ど
は
そ
れ
ら
に
つ
い
て
情
報
を
収
集
す
る
た
め
に
検
索
を
し
た
結
果
、
当
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
た
ど
り
着
い
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
関
連
人
物
名
に
分
類
し
た
検

索
ワ
ー
ド
も
森
戸
辰
男
や
平
岡
敬
な
ど
そ
の
活
動
が
当
館
以
外
の
広
い
分
野
に
わ

た
る
人
物
名
が
多
く
見
ら
れ
る
た
め
、
同
様
の
性
格
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
そ

の
他
に
分
類
し
た
検
索
ワ
ー
ド
は
同
じ
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。「
広
島
」、「
文
書
」、

「
平
和
」、「
資
料
」、「
大
学
運
営
」、「
核
実
験
」、「
自
校
史
」
な
ど
検
索
者
が
大

き
な
テ
ー
マ
に
つ
い
て
調
べ
る
た
め
に
こ
れ
ら
の
検
索
ワ
ー
ド
を
入
力
し
た
こ
と

が
見
て
取
れ
る
。
広
島
大
学
関
連
施
設
や
関
連
人
物
、
そ
の
他
な
ど
こ
れ
ら
の
検

索
ワ
ー
ド
は
、
検
索
者
各
々
の
興
味
関
心
に
沿
っ
て
検
索
す
る
中
で
偶
然
、
当
館

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
た
ど
り
着
い
た
も
の
で
あ
る
。

　

前
述
し
た
よ
う
に
検
索
ワ
ー
ド
の
八
割
が
不
明
・
非
表
示
で
あ
る
の
で
、
正
確

な
解
析
は
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
を
前
提
と
し
た
上
で
残
り
の
二
割
を
見
る
と
、

「
広
島
大
学
文
書
館
」
な
ど
の
明
確
に
当
館
を
指
す
か
そ
れ
に
類
す
る
検
索
ワ
ー

ド
が
多
く
見
ら
れ
た
。
前
述
し
た
よ
う
に
グ
ー
グ
ル
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
に
よ
る
他

の
解
析
情
報
で
は
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
利
用
者
は
広
島
大
学
の
教
職
員
・
学

生
が
多
い
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。
正
確
性
に
は
欠
く
が
、
当
館
を
認
識
し
た
上
で

明
確
に
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
目
的
と
し
て
検
索
す
る
場
合
が
偶
然
、
当
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
た
ど
り
着
く
場
合
よ
り
多
い
と
捉
え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

検索ワードの種類 検索ワード例
広島大学文書館と
それに類する語

広島大学文書館、広島大学□文書館、広大文書館、広大□文書館、広島大学文書、
広島大□文書館、広島大学□文書、文書館□広島大学、文書館□広大、

所蔵資料関係 平和学術文庫、梶山季之文庫、広島大学文書館蔵大牟田稔関係文書目録、広島大
学文書館蔵小野増平関係文書目録

広島大学と関連施
設

山中高等女学校、安浦分校□福山教場、広島□山中女学校、広島大学□三原分校、
広島大学□広仁館、広島大学教育学部福山分校、広島大学三原分校、淳風寮、白
島学校、旧制広島市立工業専門学校、三原女子師範学校、皆実分校、旧制呉県女、
呉高等女学校、広島県師範学校

授業関係 広島大学のスペシャリスト、広島大学の歴史□感想、広大の歴史□感想、広島大
学□スペシャリスト、

関連人物名
小笠原臣也、斉藤とも子、村上須賀子、小池聖一、志津木敬、竹下虎之助、佐久
間澄、ビルシェリフ、大牟田稔、皇至道、森戸辰男、杉谷冨代、浜本万三、平岡敬、
島本正次郎、梶山季之

出版物 広島大学文書館紀要、広島大学の 50 年、原子野を生きのびて、広島大学文書館 中国・
四国地区国立大学法人等公文書管理研修報告書

催し物
世界の平和について考える、原爆白書運動と広島大学、原爆白書運動、広島大学
文書館□ 10 周年、広島から世界の平和について考える、2014 □ 12 月□広島□パ
ネルディスカッション

その他

広島□歴史□レポート、広島□文書、平和について□資料□広島、世界の平和に
ついて□資料、平和について考える□広島、広島大学□史料館、広島大学□歴史
□概要、ヒロシマノート□感想、大学運営□文書管理□論文、大学史編纂の意義、
短冊□収集、核□なくすため□広島、核実験□学ぶ□社会的意義、公文書館□研
修□広島、自校史□広島大学、

表13　検索ワードの種類と事例
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閲
覧
開
始
数

　

表
一
四
は
閲
覧
開
始
数
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
除
い
た
上
位
二
〇
の
表
で

あ
る
。
閲
覧
開
始
数
の
多
い
順
に
並
べ
、
そ
の
他
に
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
、

ペ
ー
ジ
別
訪
問
数
、
直
帰
率
、
離
脱
率
も
併
記
し
た（

６
）。

ま
た
、
表
一
五
は

分
類
別
の
閲
覧
開
始
数
を
多
い
方
か
ら
並
べ
た
も
の
で
あ
る
。
提
供
科
目

の
閲
覧
開
始
数
、直
帰
率（
八
六
％
）・
離
脱
率（
八
〇
％
）は
共
に
高
い
。

受
講
生
が
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
経
由
せ
ず
、
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
な
ど
か
ら
提
供

科
目
の
ペ
ー
ジ
を
訪
問
し
て
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
に
答
え
た
後
、
す
ぐ
に
離

脱
し
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
提
供
科
目
以
外
は
閲
覧
開
始
数
が
大
き

く
低
下
す
る
。
こ
の
中
に
は
含
ま
れ
る
の
は
個
々
の
お
知
ら
せ
ペ
ー
ジ
、

所
蔵
資
料
、
出
版
物
、
催
し
物
、
略
年
表
な
ど
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
検

索
で
ペ
ー
ジ
内
の
単
語
に
ヒ
ッ
ト
し
て
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
経
由
せ
ず
に
た

ど
り
着
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
調
査
年
度
の
催
し
物
で
は
な
い
濱
本
博

登
展
の
閲
覧
開
始
数
が
多
い
の
は
、
戦
艦
大
和
に
関
連
す
る
単
語
を
検
索

し
て
ヒ
ッ
ト
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
分
類
別
閲
覧
開
始
数
も
同
じ
傾
向

ページ名 PV 数 ページ別訪問数 閲覧開始数 直帰率 離脱率
提供科目（教育・研修トップ） 16651 14,708 6,101 86.82% 80.39%
スタッフポータル 5085 4,500 779 83.83% 68.91%
紀要 939 787 353 64.31% 53.25%
昭和の造船教育者・濱本博登 823 338 268 0.37% 33.54%
所蔵公開資料（所蔵資料トップ） 8635 2,362 214 0.00% 5.93%
広島大学文書館設立 10 周年記念行事　
これからの大学文書館 1154 490 199 0.00% 23.14%

文書館とは（文書館紹介トップ） 4228 2,867 179 21.79% 7.57%
森戸辰男関係文書　史料画像（教育刷
新委員会関係・中央教育審議会関係主
要史料）

255 203 139 54.68% 52.55%

金井学校の二人展 355 162 129 0.00% 32.96%
広島大学略年表 1874－1949（創立前史） 300 245 126 75.40% 49.67%
森戸辰男関係文書 950 389 124 0.00% 18.11%
大学史関連刊行物 363 297 114 68.42% 41.60%
文書目録（刊行物 ･ 紀要トップ） 1725 1,255 113 27.43% 10.03%
企画展　原爆白書運動と広島大学 598 257 101 1.98% 26.59%
関連規則 768 646 97 74.23% 50.39%
スタッフ紹介 1657 1,424 93 65.59% 37.60%
村上須賀子氏、斉藤とも子氏が来館さ
れました。 107 95 92 83.70% 85.05%

交通・アクセス 1211 866 89 76.40% 32.12%
研究叢書・報告書 620 461 84 63.10% 22.58%
単行本 402 340 76 68.42% 31.09%

表14　ページ別閲覧開始数上位20

表15　分類別閲覧開始数
分　　類 閲覧開始数

トップページ 30,456
教育・研修 6,117
催し物 1115
刊行物・紀要 872
スタッフポータル 779
お知らせ 739
所蔵資料 600
広島大学略年表 486
文書館とは 341
ご利用案内 305
業務日誌 129
リンク集 66
お問い合せ 16
サイトマップ 9
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で
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
訪
問
者
の
大
多
数
は
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
か
ら
閲
覧
を
開
始

し
、
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
を
経
由
し
な
い
場
合
は
直
接
、
提
供
科
目
の
ペ
ー
ジ
を
訪
れ

る
場
合
が
多
か
っ
た
。

二
、
解
析
結
果
と
今
後
の
課
題

解
析
結
果
と
主
な
利
用
者

　

前
節
で
述
べ
た
解
析
結
果
を
ま
と
め
て
お
き
た
い
。

　

ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
は
年
平
均
五
万
台
で
四
月
か
ら
七
月
、
一
〇
月
か
ら
一
月
の

広
島
大
学
の
授
業
期
間
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
が
多
か
っ
た
。
曜
日
別
に
見
る
と
月

曜
～
木
曜
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
が
多
く
、
金
曜
～
日
曜
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
は
少

な
か
っ
た
。
ペ
ー
ジ
別
で
は
、
全
体
の
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
と
「
文
書
館
紹
介
」
な
ど

ト
ッ
プ
メ
ニ
ュ
ー
の
各
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
が
多
く
、
提
供
科
目

ペ
ー
ジ
が
そ
れ
に
次
い
だ
。
所
蔵
資
料
で
は
森
戸
文
書
と
法
人
文
書
の
目
録
ペ
ー

ジ
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
が
多
か
っ
た
。
催
し
物
で
は
調
査
年
度
に
お
こ
な
わ
れ
た

催
し
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
が
多
か
っ
た
。分
類
別
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
で
は
、ト
ッ

プ
ペ
ー
ジ
に
次
い
で
教
育
・
研
修
、
所
蔵
資
料
が
多
か
っ
た
。

　

端
末
別
セ
ッ
シ
ョ
ン
数
は
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
端
末
の
利
用
者
が
多
く
、
地
域
別

セ
ッ
シ
ョ
ン
数
は
、
東
広
島
市
・
広
島
市
が
五
割
を
占
め
た
。
年
平
均
で
新
規
の

訪
問
者
は
三
五
％
、
リ
ピ
ー
タ
ー
は
六
五
％
。
平
成
二
六
年
度
に
比
し
て
平
成

二
七
年
度
は
新
規
が
増
加
し
た
。
参
照
元
は
、
Ｕ
Ｒ
Ｌ
入
力
や
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
な

ど
の
直
接
訪
問
が
四
六
％
、
検
索
が
四
三
％
、
他
サ
イ
ト
経
由
が
一
〇
％
弱
。
直

接
訪
問
と
検
索
で
約
九
割
弱
を
占
め
た
。
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
割
合
はGoogle

が

六
割
を
占
め
た
。

　

検
索
ワ
ー
ド
に
は
、
広
島
大
学
や
文
書
館
そ
の
も
の
、
広
大
前
身
校
や
関
連
人

物
、漠
然
と
広
島
、平
和
、文
書
な
ど
の
単
語
で
検
索
し
た
も
の
な
ど
が
あ
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
解
析
結
果
か
ら
見
る
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
主
な
利
用
者
に
つ
い
て

考
え
た
い
。

　

ま
ず
、
広
島
市
・
東
広
島
市
か
ら
の
授
業
期
間
の
平
日
の
ア
ク
セ
ス
で
、
提
供

科
目
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
が
多
い
と
い
う
こ
と
は
、
提
供
科
目
で
あ
る
「
広
島
大

学
の
歴
史
」「
広
島
大
学
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
」
の
受
講
生
の
利
用
者
が
多
い
こ

と
を
示
し
て
い
る
。
ま
た
、
広
島
市
・
東
広
島
市
の
平
日
の
ア
ク
セ
ス
で
法
人
文

書
目
録
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
数
が
多
い
こ
と
は
、
広
島
大
学
の
教
職
員
が
利
用
し
て

い
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
新
規
と
リ
ピ
ー
タ
ー
の
割
合
は
四
対
六
で
あ
り
、
参

照
元
は
ブ
ッ
ク
マ
ー
ク
な
ど
の
直
接
訪
問
が
五
割
弱
と
い
う
こ
と
か
ら
、
ペ
ー
ジ

ビ
ュ
ー
の
半
数
が
文
書
館
の
存
在
を
認
識
し
た
上
で
繰
り
返
し
閲
覧
し
て
い
る
こ

と
に
な
る
だ
ろ
う
。
検
索
ワ
ー
ド
に
は
、
当
館
を
明
確
に
指
す
も
の
が
多
く
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら
も
当
館
の
存
在
を
明
確
に
認
識
し
た
上
で
訪
問
し
た
人
が
多
い
と

見
て
よ
い
。
一
方
、
新
規
は
四
割
を
占
め
、
決
し
て
少
な
く
は
な
い
が
、
そ
の
中

に
提
供
科
目
受
講
の
新
入
生
の
割
合
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。
新
入
生
以
外
に
検
索

や
他
サ
イ
ト
か
ら
の
リ
ン
ク
で
偶
然
、
閲
覧
し
た
訪
問
者
は
存
在
す
る
が
、
多
く

は
な
い
だ
ろ
う
。こ
の
よ
う
に
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
主
な
利
用
者
の
大
部
分
は
、

広
島
大
学
の
教
職
員
・
学
生
と
想
定
さ
れ
る
。

　

所
蔵
資
料
や
催
し
物
は
、
一
回
の
訪
問
で
複
数
の
ペ
ー
ジ
が
閲
覧
さ
れ
て
い
る

お
り
、
こ
れ
ら
に
関
心
が
深
い
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
。
彼
ら
は
職
務
で
資
料
を

用
い
る
職
員
や
研
究
者
で
あ
ろ
う
。
こ
の
中
に
も
多
く
の
広
島
大
学
関
係
者
が
含
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ま
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る
。

今
後
の
課
題

　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
今
後
の
運
営
に
つ
い
て
今
回
の
分
析
を
ふ
ま
え
て
考
え

た
い
。
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
主
な
利
用
者
は
、
広
島
大
学
の
教
職
員
・
学
生
で

あ
り
、
大
学
構
成
員
や
研
究
者
へ
の
情
報
提
供
は
一
定
程
度
、
お
こ
な
わ
れ
て
い

る
と
思
わ
れ
る
。
こ
う
し
た
主
な
利
用
者
で
あ
る
大
学
構
成
員
が
よ
り
使
い
や
す

い
よ
う
に
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
構
成
な
ど
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
一
方
で
、
大

学
外
へ
の
広
が
り
を
欠
状
況
に
あ
る
。
基
本
的
な
方
向
性
と
し
て
は
、
主
な
利
用

者
で
あ
る
広
島
大
学
構
成
員
の
利
便
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
指
し
な
が
ら
、
大
学

外
へ
の
周
知
を
広
げ
る
こ
と
を
目
指
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
。

　

た
だ
し
、
そ
の
た
め
に
必
要
な
人
手
や
費
用
と
つ
き
あ
わ
せ
て
本
当
に
必
要
な

も
の
を
見
極
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
現
状
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
管
理

は
職
員
の
監
督
の
も
と
で
担
当
の
ア
ル
バ
イ
ト
が
資
料
整
理
作
業
と
並
行
し
て
お

こ
な
っ
て
お
り
、
専
任
の
担
当
者
は
置
か
れ
て
い
な
い
。
当
館
の
規
模
で
は
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
充
実
に
ま
わ
せ
る
人
手
・
経
費
は
お
の
ず
か
ら
限
界
が
あ
り
、
限
ら
れ

た
人
手
・
経
費
を
優
先
し
て
つ
い
や
す
状
況
に
は
な
い
。
資
料
の
収
集
・
保
存
・

目
録
作
成
な
ど
当
館
の
基
本
的
業
務
の
部
分
に
そ
う
し
た
人
手
・
経
費
は
優
先
さ

れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

　

近
年
、
ツ
イ
ッ
タ
ー
な
ど
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
の
情
報
発
信
が
重
視
さ
れ
、
わ
か
り
や

す
い
数
量
的
な
指
標
を
以
て
利
用
数
を
は
か
り
、
評
価
す
る
風
潮
が
あ
る
。
利
用

者
を
数
量
的
に
拡
大
し
て
利
潤
を
追
求
す
べ
き
営
利
企
業
な
ら
ば
と
も
か
く
、
公

共
性
を
持
つ
べ
き
「
公
文
書
館
」
の
業
務
内
容
を
同
じ
尺
度
で
評
価
す
る
こ
と
に

は
疑
問
が
残
る
。
ま
た
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
情
報
を
一
気
に
拡
散
さ
せ
、
爆
発
的
な
流
行

を
生
み
出
す
反
面
、
さ
さ
い
な
誤
解
な
ど
か
ら
い
わ
ゆ
る
「
炎
上
」
を
起
こ
す
こ

と
も
少
な
く
な
い
。
人
手
の
余
裕
が
少
な
い
中
で
安
易
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
用
い
る
こ
と

は
「
炎
上
」
を
発
生
さ
せ
や
す
く
す
る
こ
と
に
も
つ
な
が
り
、
慎
重
で
あ
る
べ
き

と
考
え
る
。

　

こ
う
し
た
前
提
を
ふ
ま
え
て
以
下
に
今
後
の
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
改
編
案
を
い

く
つ
か
あ
げ
た
。

　

当
館
の
関
連
人
物
や
広
島
大
学
の
前
身
校
な
ど
を
検
索
し
て
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
た
ど
り
着
い
た
場
合
、
人
物
に
関
連
し
た
資
料
目
録
や
大
学
全
体
の
略
年
表

は
あ
る
の
だ
が
、
人
物
や
前
身
校
そ
の
も
の
の
情
報
は
案
外
に
少
な
い
。
こ
れ
は

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
資
料
目
録
解
題
や
刊
行
物
の
本
文
Ｐ
Ｄ
Ｆ
を
掲
載
し
、
そ

ち
ら
に
説
明
を
譲
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
こ
の
情
報
を
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
本

文
に
補
足
す
る
こ
と
で
利
便
性
を
高
め
た
い
。
森
戸
辰
男
記
念
文
庫
や
平
和
学
術

文
庫
に
つ
い
て
は
、
資
料
の
寄
贈
者
や
当
館
に
所
蔵
さ
れ
た
経
緯
な
ど
を
説
明
す

る
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
て
こ
れ
に
対
応
す
る
。
説
明
文
の
内
容
は
そ
れ
ぞ
れ
の
目
録

の
解
題
を
短
く
ま
と
め
た
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
前
身
校
に
つ
い
て
は
当
館
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
『
広
島
大
学
五
十
年
史　

通
史
編
』
の
電
子
ブ
ッ
ク
を
掲
載
し
た
り
、

広
島
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
『
広
島
大
学
の
歴
史
』
の
Ｐ
Ｄ
Ｆ

デ
ー
タ
へ
の
リ
ン
ク
を
掲
載
し
た
り
し
て
い
る
が
、
い
ず
れ
も
目
立
た
な
い
上
に

閲
覧
す
る
の
に
一
手
間
か
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
『
五
十
年
史
』
な

ど
を
参
考
に
し
て
前
身
校
に
つ
い
て
短
く
簡
単
に
解
説
し
た
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
、

詳
細
は
リ
ン
ク
先
の
電
子
ブ
ッ
ク
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
に
譲
る
形
に
す
る
。
も
し
く

は
広
島
大
学
略
年
表
の
ペ
ー
ジ
か
ら
電
子
ブ
ッ
ク
や
Ｐ
Ｄ
Ｆ
に
移
動
で
き
る
よ
う
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な
リ
ン
ク
を
作
成
す
る
。
こ
う
し
た
き
め
細
か
い
情
報
の
補
足
に
よ
っ
て
検
索
を

通
じ
て
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
た
ど
り
着
く
新
規
閲
覧
者
だ
け
で
な
く
、
深
い
知

識
を
求
め
、
繰
り
返
し
利
用
す
る
リ
ピ
ー
タ
ー
の
利
便
性
向
上
も
図
る
こ
と
が
で

き
る
。

　

余
裕
が
あ
る
な
ら
、
他
の
資
料
館
な
ど
が
お
こ
な
っ
て
い
る
よ
う
な
ウ
ェ
ブ
上

で
の
資
料
の
紹
介
・
展
示
な
ど
を
お
こ
な
っ
て
も
良
い
。
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
は

資
料
目
録
の
掲
載
、
催
し
物
・
刊
行
情
報
な
ど
各
種
お
知
ら
せ
の
広
報
な
ど
に
機

能
を
特
化
し
て
お
り
、そ
う
い
っ
た
要
素
は
乏
し
い
。平
成
二
四
年
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
改
装
以
前
に
は
ウ
ェ
ブ
上
で
の
資
料
展
示
の
ペ
ー
ジ
を
作
成
し
た
前
例
は
あ
る

の
だ
が
、
改
装
後
は
お
こ
な
っ
て
い
な
か
っ
た
。
大
学
外
の
閲
覧
者
へ
の
広
が
り

が
期
待
さ
れ
る
。

　

検
索
な
ど
で
来
訪
し
た
新
規
閲
覧
者
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
成
に
つ
い
て

知
ら
な
い
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
ろ
う
。
そ
こ
で
必
要
な
情
報
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
ど
こ
に
あ
る
か
を
探
す
た
め
の
サ
イ
ト
内
検
索
機
能
を
実
装
す
る
。
彼
ら
が
当

館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
た
ど
り
着
く
際
に
用
い
た
興
味
・
関
心
の
あ
る
単
語
で
サ
イ

ト
内
検
索
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
よ
り
適
切
な
ペ
ー
ジ
に
誘
導
す
る
こ
と
が
可
能

に
な
る
。
検
索
を
円
滑
に
お
こ
な
お
う
と
す
る
と
Ｓ
Ｅ
Ｏ
（
検
索
エ
ン
ジ
ン
最
適

化
）
な
ど
の
曖
昧
な
検
索
で
も
引
っ
か
か
る
よ
う
な
工
夫
が
必
要
に
な
る
が
、
さ

し
あ
た
り
検
索
機
能
を
つ
け
る
だ
け
で
も
利
便
性
の
向
上
は
見
込
め
る
だ
ろ
う
。

　

当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
お
い
て
優
先
す
べ
き
は
所
蔵
資
料
目
録
の
着
実
な
掲
載

や
「
広
島
大
学
の
歴
史
」
の
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
広
島
大
学
構
成
員
で

あ
る
教
職
員
・
学
生
に
需
要
の
あ
る
部
分
で
あ
る
。
以
上
の
提
案
は
新
し
い
機
能

や
役
割
を
追
加
す
る
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
そ
う
し
た
基
本
的
機
能
を
補
完
す
る

こ
と
を
勘
案
し
、
大
学
外
か
ら
の
新
規
閲
覧
者
に
内
容
を
見
や
す
く
配
慮
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。
ま
た
、
前
述
の
よ
う
に
専
任
の
担
当
者
は
い
な
い
の
で
、

資
料
整
理
な
ど
本
来
の
作
業
の
合
間
に
手
間
を
あ
ま
り
か
け
る
こ
と
な
く
お
こ
な

え
る
こ
と
も
考
慮
に
入
れ
た
。
今
後
、
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
よ
り
良
い
も
の
に

し
て
い
く
た
め
の
基
本
方
針
と
し
て
い
き
た
い
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
グ
ー
グ
ル
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
を
用
い
て
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ア

ク
セ
ス
解
析
を
お
こ
な
い
、
解
析
結
果
か
ら
主
な
利
用
者
を
広
島
大
学
の
教
職

員
・
学
生
と
推
測
し
、
今
後
の
運
営
へ
の
提
案
を
お
こ
な
っ
た
。

　

本
論
で
述
べ
た
提
案
は
あ
く
ま
で
も
現
状
の
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
・
管

理
の
継
続
が
前
提
で
あ
る
。
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
・
管
理
は
職
員
の
指

示
・
監
督
の
も
と
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
の
知
識
が
あ
る
ア
ル
バ
イ
ト
が
代
々
実
務

を
担
っ
て
お
り
、
専
任
の
職
員
は
い
な
い
。
当
館
の
規
模
で
は
こ
う
し
た
状
況
は

こ
れ
か
ら
も
続
く
だ
ろ
う
。
こ
れ
ま
で
は
た
ま
た
ま
そ
う
し
た
知
識
の
あ
る
ア
ル

バ
イ
ト
が
い
た
た
め
に
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
維
持
・
管
理
は
成
立
し
て
き
た

が
、
こ
れ
か
ら
も
そ
う
で
あ
る
と
は
限
ら
な
い
。
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
構
造
や

機
能
が
単
純
な
理
由
の
ひ
と
つ
は
、
高
度
な
知
識
が
無
く
て
も
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

維
持
・
管
理
を
可
能
に
す
る
こ
と
に
あ
る
。
今
後
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
維
持
・
管
理

の
継
続
性
を
担
保
す
る
た
め
に
は
、
安
易
に
複
雑
な
構
造
や
機
能
を
追
加
す
る
こ

と
に
は
慎
重
に
な
る
べ
き
だ
ろ
う
。
繰
り
返
す
が
、資
料
目
録
の
公
開
、刊
行
物
・

催
し
物
情
報
の
広
報
、
授
業
ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
な
ど
現
状
の
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
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ジ
の
基
本
的
な
機
能
を
維
持
す
る
こ
と
が
大
前
提
で
あ
る
。
今
後
の
当
館
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
運
営
は
、
基
本
的
な
機
能
を
着
実
に
果
た
し
つ
つ
、
人
手
・
経
費
・
継
続

性
な
ど
に
留
意
し
な
が
ら
改
善
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

注（
１
）
広
島
大
学
文
書
館　

http://hom
e.hiroshim

a-u.ac.jp/hua/

（
平
成
二
八
年

一
一
月
九
日
）

（
２
）
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
ヘ
ル
プ　

用
語
集　

ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
コ
ー
ド

　
　

 https://support.google.com
/analytics/answ

er/6086097?hl=ja&
ref_

topic=6083659

（
平
成
二
八
年
一
一
月
九
日
）

（
３
）
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
は
特
定
の
期
間
に
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
発
生
し
た
一
連
の
操
作
を
指

す
。
操
作
が
行
わ
れ
な
い
状
態
で
三
〇
分
経
過
す
る
か
、
午
前
〇
時
に
な
る
と
一

回
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
終
了
す
る
。
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
ヘ
ル
プ　

レ
ポ
ー
ト
ツ
ー
ル

　

ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
で
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
数
の
算
出
方
法

　
　

 https://support.google.com
/analytics/answ

er/2731565?hl=ja
（
平
成

二
八
年
一
一
月
九
日
）

（
４
）
訪
問
数
は
前
述
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
と
同
義
。

（
５
）
今
回
は
当
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
る
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
目
録
の
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
数
は
未
設
定
で
あ
っ
た
の
で
分
析
の
対
象
に
し
て
い
な
い
が
、
検
索
し
て

い
て
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
の
目
録
の
単
語
に
た
ど
り
着
い
た
事
例
が
あ
っ
た
。
そ
う

い
っ
た
直
接
Ｐ
Ｄ
Ｆ
デ
ー
タ
に
ア
ク
セ
ス
す
る
場
合
は
含
め
る
と
傾
向
が
変
わ
る

可
能
性
は
あ
る
。

（
６
）「
離
脱
率
は
、個
々
の
ペ
ー
ジ
の
す
べ
て
の
ペ
ー
ジ
ビ
ュ
ー
で
、そ
の
ペ
ー
ジ
が
セ
ッ

シ
ョ
ン
の
最
後
の
ペ
ー
ジ
に
な
っ
た
割
合
を
示
」
し
、「
直
帰
率
は
、
そ
の
ペ
ー

ジ
か
ら
始
ま
っ
た
す
べ
て
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
で
、
そ
の
ペ
ー
ジ
が
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
存

在
す
る
唯
一
の
ペ
ー
ジ
だ
っ
た
割
合
を
示
」
す
。
ア
ナ
リ
テ
ィ
ク
ス
ヘ
ル
プ　

ヒ

ン
ト　

離
脱
率
と
直
帰
率
の
違
い

　
　

 https://support.google.com
/analytics/answ

er/2525491?hl=ja

（
平
成

二
八
年
一
一
月
九
日
）（

さ
い
と
う
　
た
く
み
・
広
島
大
学
文
書
館
事
務
補
佐
員
）
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Analysis of Website Access to the Hiroshima University Archives

SAITO Takumi

Abstract

　　 I analyzed the website of the Hiroshima University Archives with Google Analytics 

covering a period from 2015 to 2014. The average annual number of page views was 

approximately 50,000. The number of page views was highest in October-January and April-

September. These are the periods when classes are held in universities. When analyzed 

according to day of the week, there were fewer page views on Friday-Sunday compared 

with Monday-Thursday. With regard to types of page, there were many top pages and 

offered subject pages. There were many page views of the Morito Tatsuo documentary 

catalog and a corporation documentary catalog. Higashihiroshima city and Hiroshima city 

accounted for 50% of the sessions according to the area. New visitors made up 35% of the 

users, and 65% were repeaters. The commonly used search terms included words indicating 

Hiroshima University and Hiroshima University archives and words indicating the record 

school in Hiroshima University and related persons. Other commonly used ambiguous search 

terms included Hiroshima, peace, and documents. On the basis of these results, the main 

users of the Hiroshima University archives website are teachers and staff of Hiroshima 

University.


